
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
宮崎県椎葉村　椎葉村国民健康保険病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 30

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 3 - ド 訓 救 臨 へ - - 30

30

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性  当院は本村で唯一の医療機関であり、近隣市町
村の最も近い医療機関との距離も30km以上離れ
ていることから、通常の診療以外に、24時間365
日体制の救急対応、巡回診療や福祉施設への回
診、各種検診など幅広い業務を一手に担ってい
る。
　さらに、本県のへき地医療拠点病院にも指定
されていることから、地域住民からの期待も大
きく、不採算であっても現在の医療サービスを
提供し続けていくことが責務である。

2,883 2,173 第１種該当 １０：１ 30 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　患者数については、過疎化や少子高齢化の影
響に伴う人口減少により年々減少傾向にある
が、入院患者数は前年度比で大きく伸びてお
り、病床利用率も向上した。一方、外来患者数
についてはやや減少し、外来収益も減となっ
た。
　しかし、全体的な医業収益は前年よりも増額
となり、前年度決算から一転して黒字となった
ため、累積欠損金も減となった。健全性に関し
ては、類似病院の平均値と比較した場合、良い
状況であるので、今後も平成28年度に策定した
病院改革プランのもと、経営の健全化と効率化
に努めていきたい。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

52.1当該値 105.4 103.9 100.2 94.2 100.3 当該値 92.0 85.8 49.7 59.2

平均値 98.3 96.5 97.7 96.2 94.8 平均値

61.8 73.1 69.6 当該値 55.8 56.281.2 78.4 81.3 当該値 63.2 59.6

65.6 63.9 64.9

27.5 28.6

63.4 62.3

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

132.7 154.8 139.9 156.6 106.0 平均値73.2 70.5 72.2 69.5 67.7 平均値

当該値 26,509

2. 老朽化の状況について

　現在の施設は、平成７年の建築から２０年以
上が経過しており、耐震上は問題ないものの至
る所で経年劣化が影響し、修繕や更新の必要が
生じている。また医療機器等においても更新が
必要な物品が多く、現在、高額な機器は年次計
画で更新に取り組んでいる。
　なお、老朽化の状況を示す各指標に関して
は、類似病院の平均値とほぼ同じ状況で推移し
ている。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

24,767 25,920 24,479 25,136

当該値 24.8 26.1当該値 9,247 9,061 8,967 8,585 8,42726,299 25,154 24,688 24,815

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,208 7,997 8,159 8,000 8,023

25.5当該値 62.9 67.5 71.9 74.9 73.3

平均値 24,294

全体総括

平均値 20.1 19.1 19.3 17.6 17.4平均値 75.6 73.4 75.2 79.5 81.1

H27 H28 H29

　29年度決算に関しては、入院収益の増などが
要因となり収益が伸びたことから黒字化となっ
たが、人口減少が急速に進みつつある昨今、患
者数の大幅な増が見込めないこと、さらに施設
の老朽化等に伴う維持管理費の増が予想される
ことから、今後の病院経営はますます厳しい状
況である。
　しかしながら、病床利用率等が前年度より大
きく伸びたり、経費支出の見直し等で節減につ
ながったりと改善傾向にある指標もあることか
ら、今後も病院改革プランによる経営の健全化
等に努めるとともに、一般会計からの負担金確
保と制度事業の積極的活用などにより、公立病
院として地域住民が安心して生活できるよう、
将来を見据えた経営をめざしたい。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

40,493,233 40,893,733 41,320,033

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,662,133 37,994,115 42,228,890 41,785,853

当該値 50.2 51.8 49.4 51.4 53.8

H29 H25 H26

当該値 40,055,667 39,759,067当該値 56.5 67.3 56.9 63.8 70.0

44,571,078平均値 48.8 66.7 67.2 70.5 68.9平均値 37.9 47.3 50.2 52.7 52.8
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②医業収支比率(％)

【89.7】
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①経常収支比率(％)

【98.5】
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【51.6】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

②器械備品減価償却率(％)
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③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【50,718】


